
　

四
月
に
入
り
、各
地
で
桜
が
開
花
し
て
暖
か
な
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
宝
蔵
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
か
ら
宇
治
別
格
本
山
の
諸
活
動
に
ご
愛

念
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
に
つ
き
ま
し
て

は
、マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
の
使
用
も
順
次
解
除
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、引
き
続
き
必
要
に
応
じ
て
感
染
予
防
の

措
置
を
と
ら
れ
、同
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
混
乱
が
一
日
も

早
く
終
息
す
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
を
は
じ
め
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
、大
地
震
の
脅
威
な
ど
恐
怖
心
を
あ

お
る
よ
う
な
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
報
道
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
期
で
特
に
大
切
な
こ
と

は
「
神
の
子
の
自
覚
」
を
深
め
る
こ
と
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
恐
怖
心
は
ど
こ
か
ら
来
る
か
と
申
し
ま
す
と
、

ズ
バ
リ
、
人
間
の
う
ち
に
は
神
の
命
が
宿
っ
て
い
る

と
の
自
覚
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
神
の

子
の
自
覚
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
次
第
に
恐
怖
心
が

な
く
な
り
、
自
由
自
在
の
心
境
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

神
示
集
の
中
に
『
至
上
者
の
自
覚
の
神
示
』
が
集
録

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
示
さ
れ

て
い
ま
す
。「
人
即
ち
神
で
あ
る
と
言
う
真
理
を
知

ら
ぬ
者
が
多
い
の
は
気
の
毒
で
あ
る
。『
生
長
の
家
』

が
こ
の
世
に
出
現
し
た
の
は
す
べ
て
の
人
々
に
此
の

至
上
の
真
理
を
知
ら
さ
ん
が
為
で
あ
る
。
自
己
が
神

だ
と
悟
っ
た
ら
人
間
が
傲
慢
に
な
る
よ
う
に
誤
解
し

た
り
、
自
己
の
本
性
が
神
だ
と
悟
っ
た
も
の
を
謙
遜

が
足
り
ぬ
と
思
う
者
は
大
変
な
思
い
違
い
で
あ
る
。

（
後
略
）」
こ
の
よ
う
に
示
さ
れ
て

（
次
頁
に
続
く
）

生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山 

宮
司
・
総
務

堀

端

芳

樹

「
神
の
子
を
自
覚
す
る
」
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お
り
ま
す
。「
人
間
神
の
子
」の
真
理
を
多
く

の
人
々
が
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
り
、
真
の
世

界
平
和
が
実
現
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

り
ま
す
。

　

神
の
子
を
自
覚
す
る
に
は
、
生
長
の
家
で

は
三
正
行
と
よ
ば
れ
る
行
を
行
う
こ
と
が
勧

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
「
神
想
観
」
を

定
期
的
に
実
修
し
、
瞑
想
を
通
し
て
実
相
世

界
を
把
握
す
る
行
事
を
続
け
る
こ
と
。
二
つ

目
は
聖
経
や
讃
歌
等
の
自
由
詩
や
、
真
理
の

言
葉
が
書
か
れ
た
聖
典
を
読
む
こ
と
。
さ
ら

に
三
つ
目
は
他
者
に
対
し
て
愛
の
行
い
を
行

じ
る
、
愛
行
を
行
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、『
霊
供
養
入
門
』
の
は
し
が
き
で

は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。「
仏
教

で
は
六
波
羅
蜜
と
称
し
て
人
間
が
全
た
き
悟

境
に
到
達
す
る
た
め
の
六
つ
の
修
行
が
あ
る
。

そ
れ
は
布
施
、
持
戒
、
忍
辱
、
精
進
、
禅
定
、

般
若
の
六
つ
で
あ
る
。
布
施
と
い
う
の
は
施

す
と
い
う
こ
と
で
供
養
と
も
云
う
。
布
施
に

は
物
施
と
い
っ
て
物
を
施
す
の
と
法
施
と

い
っ
て
真
理
を
施
す
の
と
二
法
が
あ
る
。
聖

経
を
祖
先
霊
の
悟
り
の
た
め
に
仏
前
で
読
誦

す
る
の
は
法
施
で
あ
る
。（
後
略
）」
三
正
行

を
行
う
こ
と
は
、
と
り
も
直
さ
ず
、「
六
波
羅

蜜
」
の
修
行
を
行
う
こ
と
に
も
な
り
、
神
の

子
の
自
覚
を
深
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

日
々
三
正
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。　

ず
で
す
。
め
で
た
い
で
す
ね
。

　

今
回
は
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
楠
本
加
美
野

先
生
へ
の
感
謝
を
込
め
て
思
い
出
を
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
二
十
歳
か
ら

二
十
八
歳
ま
で
の
八
年
間
自
宅
に
引
き
こ

も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
の
転
機
と

　

宝
蔵
会
の
神
の
子
の
皆
様
、
合
掌
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
三
年
前
よ
り
続
い
た
コ

ロ
ナ
禍
も
よ
う
や
く
分
岐
点
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

五
類
感
染
症
に
認
定
さ
れ
れ
ば
、
皆
様
も
宇

治
別
格
本
山
に
来
ら
れ
る
機
会
が
増
え
る
は

な
っ
た
の

は
今
か
ら

約
十
五
年

前
の
宇
治

別
格
本
山

の
一
般
練

成
会
で
し

た
。
な
ぜ
引
き
こ
も
り
の
私
が
練
成
会
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
？

　

ま
ず
最
初
に
私
の
母
が
楠
本
先
生
の
個
人

指
導
を
受
け
ま
し
た
。「
話
を
聞
い
て
み
た

ら
あ
な
た
の
息
子
さ
ん
は
全
然
大
丈
夫
じ
ゃ

な
い
か
。
軽
い
軽
い
。
ま
ず
母
親
の
あ
な
た

が
練
成
会
を
受
け
な
さ
い
。
そ
し
た
ら
息
子

さ
ん
も
練
成
会
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
す

ぐ
に
救
わ
れ
る
よ
。
子
供
は
親
の
真
似
を
す

る
ん
だ
」
と
、
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
雰
囲
気

で
力
強
く
確
信
的
に
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
母
は
そ
の
言
葉
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
信

じ
て
、
ま
ず
自
分
が
一
般
練
成
を
十
日
間
受

け
て
「
人
間
神
の
子
」
の
信
念
を
深
め
、
そ

の
情
熱
で
私
に
練
成
会
に
行
く
よ
う
に
迫
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
迫
力
で
私
も
心
が
折
れ

ま
し
て
、
し
ぶ
し
ぶ
練
成
会
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
嫌
々
だ
っ
た
の
で

わが明朗の微笑 天地にひろがりて幸福を招ぶ

随想

管
理
部  

主
任

小
野
大
作

楠
本
加
美
野
先
生
に
感
謝

宝　　蔵 No.100
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す
が
、
次
第
に
真
剣
に
な
り
、
人
間
神
の
子

の
真
理
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

練
成
会
を
終
え
た
私
は
不
仲
だ
っ
た
父
と
も

和
解
で
き
、
引
き
こ
も
り
を
脱
し
て
働
く
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

宇
治
で
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
結
婚
も
し
ま
し

て
、
今
で
は
十
一
歳
の
娘
も
い
ま
す
。

　

私
が
今
あ
る
の
は
、
楠
本
先
生
の
最
初
の

指
導
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
私
の
問
題
を
問

題
と
し
て
捉
え
ず
、
神
の
子
の
実
相
を
観
て

く
だ
さ
っ
た
事
に
非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
軽
い
軽
い
」と
い
う
言
葉
で
私
達
の
心
も
軽

く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
深
い
愛
を
感
じ
ま

す
。
何
度
か
楠
本
先
生
に
知
人
の
問
題
に
つ

い
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で

す
が
、答
え
は
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。「
そ
の

人
を
練
成
会
に
連
れ
て
き
な
さ
い
」
と
。
楠

本
先
生
は
練
成
会
に
絶
対
の
自
信
を
持
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
現
在
、
練
成
会

は
中
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
土
曜
日
と
日
曜

日
の
日
帰
り
講
話
は
継
続
中
で
す
の
で
、
皆

様
も
是
非
、
楠
本
先
生
の
遺
伝
子
を
引
き
継

ぐ
「
一
日
講
話
」
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

私
は
毎
日
奇
跡
の
よ
う
な
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。
私
の
周
り
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
の

一
つ
一
つ
に
感
謝
し
て
、
楽
し
く
、
幸
せ
な

生
活
で
す
。

　

今
日
の
阿
部
講
師
の
講
話
で
、
改
め
て
神

想
観
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
今

日
教
え
て
い
た
だ
い
た
「
全
托
の
祈
り
」
を

神
想
観
の
中
に
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
に
は
三
人
の
娘
が
い
る
の
で
す
が
、
生

長
の
家
に
対
し
て
は
ま
だ
抵
抗
が
あ
る
よ
う

で
、
私
が

す
る
こ
と

に
は
反
対

は
し
て
い

ま
せ
ん
が

「
や
る
の

だ
っ
た
ら

マ
マ
一
人

で
し
て
な
、
私
ら
は
嫌
や
か
ら
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
日
の
講
話
で
阿
部
講
師
が
言

わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
先
ず
は
私
が
三
正
行

の
実
践
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
ま
し

た
。
子
供
達
に
押
し
付
け
た
り
、
強
制
す
る

も
の
で
は
な
い
の
で
す
ね
。

　

阿
部
講
師
は
お
母
様
が
祈
っ
て
い
る
姿
を

見
て
「
生
長
の
家
に
心
傾
い
た
」
と
仰
っ
て

い
ま
し
た
。
私
も
生
長
の
家
の
信
仰
を
生
き

て
い
た
母
の
姿
を
見
て
、
生
長
の
家
に
入
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
沢
山
の
喜
び
の
体

験
を
頂
い
て
い
る
の
で
、
い
つ
か
子
供
た
ち

に
私
の
心
が
届
く
と
い
い
な
と
願
っ
て
い
ま

す
。
今
は
『
真
理
の
吟
唱
』
の
良
い
言
葉
を

感
じ
る
と
、
書
き
写
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
日
々
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、

神
様
と
と
も
に
明
る
く
、
笑
顔
溢
れ
る
生
活

を
送
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
や
っ
ぱ
り
宇
治

は
来
る
た
び
に
心
が
癒
さ
れ
て
、
最
高
の
場

所
で
す
。

日光 空気 水 悉く天地の恵みなり

（
６
頁
に
続
く
）

「
ご
先
祖
と
共
に
悦
び
の
一
日
講
話
」
体
験
感
想
文

Ｓ
．
Ｉ   

（
50
代
）〈
女
性
〉

宝　　蔵
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日付・曜日 日付・曜日 時　間 講話 及び 行 講　師 テキスト

1日 土 　「真理」は汝を
　 自由ならしめん

10:20～11:05 開会の祈り・自分を縛るのは自分だけ 岡田　浩二 『日時計主義とは何か』『聖経 続真理の吟唱』
11:15～12:00 神の子は自由自在 阿部　秀輝 『日時計主義とは何か』『聖経 続真理の吟唱』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:15～14:00 あなたは輝く人生の主人公 榎本　一子 『日時計主義とは何か』『聖経 続真理の吟唱』
14:00～14:45 すべての生命の栄えのために 清水　志郎 『日時計主義とは何か』『聖経 続真理の吟唱』
14:45～15:20 「感謝誦行」実修・閉会の祈り 清水　志郎

2日 日 嬉しい楽しい
信仰生活

10:20～11:05 開会の祈り・祈りに始まり、祈りに終わる 榎本　一子 『日時計主義とは何か』『聖経 続真理の吟唱』
11:15～12:00 神の子を生きるのは嬉しいこと 千羽　真平 『日時計主義とは何か』『聖経 続真理の吟唱』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 小田　椋子
13:15～14:00 神の愛の循環の中で 清水　志郎 『日時計主義とは何か』『聖経 続真理の吟唱』
14:15～15:00 光明の生活法 堀端　芳樹 『日時計主義とは何か』『聖経 続真理の吟唱』
15:00～15:35 「神を讃える神想観」・閉会の祈り 岡田　浩二

8日 土 人生は学校である

10:20～11:05 開会の祈り・現象の奥にある神の愛 清水　志郎 『神と偕に生きる真理３６５章』『森の日ぐらし』
11:15～12:00 どんな境遇も魂を磨くための砥石 榎本　一子 『神と偕に生きる真理３６５章』『森の日ぐらし』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 田野 明日香
13:15～14:00 神の子の自分に素直に、無邪気に 田野　靖彦 『神と偕に生きる真理３６５章』『森の日ぐらし』
14:15～15:00 真の幸福は万物との調和の中に 岡田　浩二 『神と偕に生きる真理３６５章』『森の日ぐらし』
15:00～15:35 「実相円満誦行」実修・閉会の祈り 岡田　浩二

9日 日 悦びの
先祖・流産児供養

10:20～11:05 開会の祈り・無常なる現象と永遠なる実相 岡田　浩二 『神と偕に生きる真理３６５章』『森の日ぐらし』
11:15～12:00 神の子の"光"の因縁 清水　志郎 『神と偕に生きる真理３６５章』『森の日ぐらし』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13：45 救われ済みの人生 榎本　一子 『神と偕に生きる真理３６５章』『森の日ぐらし』
14:00～14:45 悦びの先祖・流産児供養について 堀端　芳樹 『霊供養入門』
14:45～15:20 「如意宝珠観」実修・閉会の祈り 榎本　一子

15日 土 人は生まれ変わる

10:20～11:05 開会の祈り・人はいつでも変われる 新宮　　一 『日々の祈り』『この星で生きる』
11:15～12:00 「今」が時である 鵜飼　俊光 『日々の祈り』『この星で生きる』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13：45 神の子は日々新生する 岡田 伊都子『日々の祈り』『この星で生きる』
14:00～14:45 悦びを味わって生きる 清水　志郎 『日々の祈り』『この星で生きる』
14:45～15:20 「蓮華日宝王地観」実修・閉会の祈り 清水　志郎

16日 日 人間関係調和の鍵

10:20～11:05 開会の祈り・現象に捉われず本質を観よ！ 榎本　一子 『日々の祈り』『この星で生きる』
11:15～12:00 みんな神の子の「生かし合い」の世界 阿部　秀輝 『日々の祈り』『この星で生きる』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 村上　麻衣
13:15～14:00 自分が変われば世界が変わる 岡田　浩二 『日々の祈り』『この星で生きる』
14:15～15:00 心と運命 堀端　芳樹 『日々の祈り』『この星で生きる』
15:00～15:35 「和解の神想観」実修・閉会の祈り 田野　靖彦

4月16日午後3時30分より「先祖・流産児供養祭」が執り行われます。記載した霊牌を奉納金1柱100円以上を添えて現金書留にてお送りくだされば、宝蔵
神社霊殿に奉安されます(〆切は13日必着)。「先祖・流産児供養祭」はFacebook投稿からライブ配信いたします。ぜひご覧ください。

22日 土「祈り合いの神想観」

10:20～11:05 開会の祈り・実相のみ独在 岡田　浩二 『女性の幸福365章』『人生の断想』
11:15～12:00 あなたは制限なしに幸せになっていい！ 千羽　真平 『女性の幸福365章』『人生の断想』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 藤本　和博
13:15～14:00 常に祈りと共に 小野　大作 『女性の幸福365章』『人生の断想』
14:15～15:00 祈りは必ず叶えられる 榎本　一子 『女性の幸福365章』『人生の断想』
15:00～15:35 「祈り合いの神想観」実修・閉会の祈り 榎本　一子

23日 日 あなたの魅力を
輝かせよう

10:20～11:05 開会の祈り・劣等感を打ち破れ 清水　志郎 『女性の幸福365章』『人生の断想』
11:15～12:00 あなたにはあなたの美しさがある 岡田 伊都子『女性の幸福365章』『人生の断想』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 岡田 多美子
13:15～14:00 すべての生命を生かしたとき、あなたは一番輝く 岡田　浩二 『女性の幸福365章』『人生の断想』
14:15～15:00 悦びの三正行 堀端　芳樹 『女性の幸福365章』『人生の断想』
15:00～15:35 「浄円月観」実修・閉会の祈り 田野　靖彦

29日 土 「浄心行」

10:20～11:05 開会の祈り・すべては神の導き 榎本　一子 『人類同胞大調和六章経』『伸びゆく日々の言葉』
11:15～12:00 神の子として新生する ～浄心行の意義・説明～ 鵜飼　俊光 『人類同胞大調和六章経』『伸びゆく日々の言葉』
12:00～13:00 浄心行用紙記載・昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 高　　千穂
13:15～14:00 父母の愛に導かれて 新宮　　一 『人類同胞大調和六章経』『伸びゆく日々の言葉』
14:10～15:25『浄心行』実修・閉会の祈り 岡田　浩二 聖経『甘露の法雨』『万物調和六章経』

30日 日 「真理」による
本当の幸せ

10:20～11:05 開会の祈り・あなたは神に生かされ、満たされている 岡田　浩二 『人類同胞大調和六章経』『伸びゆく日々の言葉』
11:15～12:00 みんな一つの生命～神・自然・人間は本来一体なり～ 田野　靖彦 『人類同胞大調和六章経』『伸びゆく日々の言葉』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 神の子の「真理」によって幸せであれ 清水　志郎 『人類同胞大調和六章経』『伸びゆく日々の言葉』
14:00～14:45 真理と生活 堀端　芳樹 『人類同胞大調和六章経』『伸びゆく日々の言葉』
14:45～15:20 「基本的神想観」実修・閉会の祈り 清水　志郎

わが心光に向う 幸福わが家に満つ

４月  ご先祖と共に悦びの一日講話プログラム
聴講希望者は、三密を避け感染防止対策を行った上、40 名まで参加できます。

〈会場：大講堂〉

宝　　蔵 No.100
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◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆健康リスクを踏まえ、以下の症状に該当する方の参加は遠慮いただいています
体温 度以上の方、咳が出る方、息苦しさ、だるさ、吐き気等がある方
※受付で検温を実施いたします
体温 度以上の方は参加不可となります。

◆参加に当たっての注意事項
・宿泊はできません。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・本山内ではマスク着用を推奨しております 一枚 円で受付でも販売しています 。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。
・注意事項を守っていただけない方はお帰りいただく場合がございます。ご理解のほどよろ
しくお願い申し上げます。

感染拡大に十分配慮したうえ、講話の聴講を受け付けます。
※参加人数は先着４０名までとなっております。

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ
宇治駅に 出迎えのバスを手配いたします。
・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー

（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）
出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発い
たします。乗車ご希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただく
ようお願いいたします。ぜひご利用ください。
（道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性も
ございます。ご理解のほどよろしくお願い申し上げ
ます。）

方の参加は遠慮いただいています
等がある方

◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆健康リスクを踏まえ、以下の症状に該当する方の参加は遠慮いただいています
体温 度以上の方、咳が出る方、息苦しさ、だるさ、吐き気等がある方
※受付で検温を実施いたします
体温 度以上の方は参加不可となります。

◆参加に当たっての注意事項
・宿泊はできません。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・本山内ではマスク着用を推奨しております 一枚 円で受付でも販売しています 。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。
・注意事項を守っていただけない方はお帰りいただく場合がございます。ご理解のほどよろ
しくお願い申し上げます。

感染拡大に十分配慮したうえ、講話の聴講を受け付けます。
※参加人数は先着４０名までとなっております。

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ
宇治駅に 出迎えのバスを手配いたします。
・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー

（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）
出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発い
たします。乗車ご希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただく
ようお願いいたします。ぜひご利用ください。
（道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性も
ございます。ご理解のほどよろしくお願い申し上げ
ます。）

方の参加は遠慮いただいています
等がある方

◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆健康リスクを踏まえ、以下の症状に該当する方の参加は遠慮いただいています
体温 度以上の方、咳が出る方、息苦しさ、だるさ、吐き気等がある方
※受付で検温を実施いたします
体温 度以上の方は参加不可となります。

◆参加に当たっての注意事項
・宿泊はできません。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・本山内ではマスク着用を推奨しております 一枚 円で受付でも販売しています 。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。
・注意事項を守っていただけない方はお帰りいただく場合がございます。ご理解のほどよろ
しくお願い申し上げます。

感染拡大に十分配慮したうえ、講話の聴講を受け付けます。
※参加人数は先着４０名までとなっております。

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ
宇治駅に 出迎えのバスを手配いたします。
・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー

（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）
出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発い
たします。乗車ご希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただく
ようお願いいたします。ぜひご利用ください。
（道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性も
ございます。ご理解のほどよろしくお願い申し上げ
ます。）

方の参加は遠慮いただいています
等がある方

◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆健康リスクを踏まえ、以下の症状に該当する方の参加は遠慮いただいています
体温 度以上の方、咳が出る方、息苦しさ、だるさ、吐き気等がある方
※受付で検温を実施いたします
体温 度以上の方は参加不可となります。

◆参加に当たっての注意事項
・宿泊はできません。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・本山内ではマスク着用を推奨しております 一枚 円で受付でも販売しています 。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。
・注意事項を守っていただけない方はお帰りいただく場合がございます。ご理解のほどよろ
しくお願い申し上げます。

感染拡大に十分配慮したうえ、講話の聴講を受け付けます。
※参加人数は先着４０名までとなっております。

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ
宇治駅に 出迎えのバスを手配いたします。
・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー

（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）
出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発い
たします。乗車ご希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただく
ようお願いいたします。ぜひご利用ください。
（道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性も
ございます。ご理解のほどよろしくお願い申し上げ
ます。）

方の参加は遠慮いただいています
等がある方

◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆健康リスクを踏まえ、以下の症状に該当する方の参加は遠慮いただいています
体温 度以上の方、咳が出る方、息苦しさ、だるさ、吐き気等がある方
※受付で検温を実施いたします
体温 度以上の方は参加不可となります。

◆参加に当たっての注意事項
・宿泊はできません。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・本山内ではマスク着用を推奨しております 一枚 円で受付でも販売しています 。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。
・注意事項を守っていただけない方はお帰りいただく場合がございます。ご理解のほどよろ
しくお願い申し上げます。

感染拡大に十分配慮したうえ、講話の聴講を受け付けます。
※参加人数は先着４０名までとなっております。

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ
宇治駅に 出迎えのバスを手配いたします。
・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー

（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）
出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発い
たします。乗車ご希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただく
ようお願いいたします。ぜひご利用ください。
（道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性も
ございます。ご理解のほどよろしくお願い申し上げ
ます。）

方の参加は遠慮いただいています
等がある方

過去はない 「今」の中に生活せよ

宝　　蔵令和５年４月１日
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か
っ
た
り
で
、
そ
ん
な
現
象
に
振
り
回
さ
れ

て
い
る
時
が
一
番
苦
し
い
時
間
で
し
た
。

　

今
は
〝
全
て
善
か
っ
た
の
だ
！
全
托
し
よ

う
〟
と
思
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
が
嬉
し

い
で
す
。
神
様
に
お
任
せ
し
て
い
る
事
が
幸

せ
な
の
だ
と
自
分
自
身
の
中
の
神
様
に
信
頼

し
、
こ
れ
か
ら
起
こ
っ
て
く
る
こ
と
が
楽
し

み
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ご
先
祖
さ

ま
や
両
親
か
ら
の
ご
縁
だ
か
ら
こ
そ
だ
と
、

こ
の
経
験
に
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

息
子
夫
婦
の
問
題
で
関
西
に
来
て
お
り
、

そ
の
お
か
げ
で
、
宇
治
の
「
一
日
講
話
」
に

何
度
と
な
く
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、
本
当
に
一
生
分
の
幸
せ
な
時
間
で
し

た
。
今
週
中
に
東
京
に
帰
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
日
の
講
話
は
ま
さ
に
、
私
に
し
て
い
た

だ
い
た
よ
う
な
お
話
で
し
た
。
息
子
が
辛
い

大
き
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
、
や
っ
と
生
長

の
家
の
本
を
少
し
読
ん
だ
り
、
講
話
を
聴
い

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
時
は
自
分
の
想

い
だ
け
で
息
子
を
生
長
の
家
の
真
理
で
裁
い

て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
自
分
自
身
を
喜

ぶ
こ
と
に

徹
し
て
い

た
つ
も
り

に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

息
子
が
少

し
教
え
を

わ
か
っ
て
き
て
、
私
か
ら
の
話
と
し
て
き
く

の
で
は
な
く
、「
素
晴
ら
し
い
ご
講
話
を
聴
い

て
い
る
の
だ
か
ら
、
も
う
わ
か
っ
た
で
し
ょ

う
？
」
な
ど
と
い
う
気
持
ち
が
、
つ
い
つ
い

ム
ク
ム
ク
と
出
て
き
て
い
る
私
が
い
ま
し
た
。

人
の
痛
み
を
自
分
の
痛
み
と
し
て
感
じ
る
心

の
前
に
、
今
ま
で
の
習
慣
の
心
の
裁
き
が
出

て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
人
を
癒
す
の
は
同

慈
同
悲
の
心
で
し
た
。
東
京
に
帰
る
前
に
聴

か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
大
切
な
こ
と
に
気
づ

か
せ
て
い
た
だ
け
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　

辛
い
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
、
時
に
は
当

事
者
で
あ
る
息
子
も
連
れ
な
が
ら
の
参
加
で

し
た
が
、「
人
間
は
神
の
子
。
神
は
完
全
し

か
お
創
り
に
な
っ
て
い
な
い
。
何
が
で
き
て

か
ら
で
は
な
く
そ
の
ま
ま
神
に
愛
さ
れ
て
い

る
自
分
を
ハ
イ
！
と
受
け
る
こ
と
。
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
の
全
て
は
よ
く
な
る
た
め
に
あ

る
！
」
そ
し
て
「
た
だ
愛
、
た
だ
感
謝
、
た

　

　

聖
典
・
聖
経
な
ど
は
家
で
読
ん
で
お
り
ま

し
た
が
、
今
日
の
講
話
を
通
し
て
本
当
の
真

理
を
深
く
理
解
出
来
、
答
え
合
わ
せ
を
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

非
常
に
解
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き
、

多
く
の
例
え
や
実
例
を
挙
げ
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
、
イ
メ
ー
ジ
化
出
来
、
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
後
は
生
活
の
中
で
実
践

し
て
参
り
ま
す
。
母
と
参
加
出
来
て
、
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
象
世
界
に
お
い
て
、
通
ら
ね
ば
な
ら
な

い
、
受
け
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
、

最
近
は
特
に
感
謝
の
念
を
も
つ
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
プ
ラ
ス
と
し
て
そ

れ
ら
を
受
け
入
れ
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
こ

と
を
善
き
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
正
義
や
真
実
を
貫
き
通
す
こ

と
が
出
来
な
い
時
、
感
謝
し
よ
う
と
思
っ
て

い
て
も
、
ず
っ
と
心
は
悔
し
か
っ
た
り
、
憎

難事は味方である 問題を解決する毎に魂は進歩す

（
３
頁
か
ら
続
く
）Ａ

．
Ａ   

（
30
代
）〈
女
性
〉

Ｒ
．
Ｇ   

（
30
代
）〈
女
性
〉

Ｏ
．
Ｕ   

（
70
代
）〈
女
性
〉
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だ
喜
ぶ
」
と
い
う
こ
と
の
本
当
の
意
味
を
毎

回
の
よ
う
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
自
由
で
楽

な
自
分
に
変
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ノ
ー
ト
に
書
い
た
講
師
の
方
々
の
光
の
こ

と
ば
を
心
に
刻
ん
で
、明
る
く
楽
し
く
、地
元

に
帰
っ
て
皆
様
と
共
に
こ
の
素
晴
ら
し
い
御

教
え
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　

　

人
間
は
す
べ
か
ら
く
神
に
愛
さ
れ
て
い
る

と
い
う
そ
の
悦
び
、
そ
れ
を
聴
い
た
だ
け
で

嬉
し
く
て
嬉
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
明
る

く
愉
し
く
、
愛
と
感
謝
の
心
で
生
き
て
行
け

ま
す
。

　
「
過
去
は
す
べ
て
あ
れ
で
よ
か
っ
た
！
と

決
め
る
こ
と
。
そ
う
決
め
た
と
き
必
ず
未
来

は
よ
く
な
る
と
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
！

す
で
に
成

れ
る
世
界

が
現
れ

る
！
神
の

生
命
に
生

か
さ
れ
て

い
る
！
神

は
愛
な
り
！
」
言
葉
で
は
解
か
っ
て
い
た
つ

も
り
の
こ
と
が
本
当
に
理
解
で
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

娘
の
こ
と
が
心
配
で
、
ど
う
し
て
も
自
分

の
我
の
想
い
が
出
て
し
ま
い
、
勧
め
ら
れ
て

宇
治
に
来
ま
し
た
。

　

榎
本
講
師
の
講
話
の
中
で
、「
相
手
の
悪

い
と
こ
ろ
を
認
め
て
教
え
を
伝
え
よ
う
と
し

て
も
伝
わ
ら
な
い
。
反
発
さ
れ
る
だ
け
で
あ

る
」
と
あ
り
ま
し
た
。

　
〝
自
分
は
親
に
愛
さ
れ
て
い
な
い
〟と
い
う

心
が
娘
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
気
づ

き
ま
し
た
。

　

私
の
す
べ
き
こ
と
は
、
心
配
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
裁
く
こ
と
で
は
な
く
、
娘
の
完
全

円
満
を
祈
る
こ
と
。
存
在
そ
の
も
の
を
（
い

て
く
れ
る
だ
け
を
）
喜
ぶ
こ
と
、
感
謝
す
る

こ
と
。

　

一
体
の
生
命
で
離
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、

「
辛
か
っ
た
ね
ー
」
と
、ど
ん
な
こ
と
も
同
じ

心
に
な
っ
て
一
緒
に
受
け
て
あ
げ
る
よ
う
に

な
ろ
う
！
と
思
い
ま
し
た
。

　

宇
治
の
緑
多
き
自
然
も
素
晴
ら
し
か
っ
た

で
す
。
お
勧
め
の
幽
斎
殿
で
の
朝
の
神
想
観

も
や
ら
せ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
昼
食
も
美

味
し
く
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

　

生
長
の
家
を
教
え
て
く
れ
た
妹
と
も
是
非

一
緒
に
来
た
い
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

宇
治
は
四
年
ぶ
り
の
参
加
で
す
。〝
練
成
会

が
再
開
さ
れ
た
ら
一
番
に
…
〟
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
待
ち
き
れ
ず
「
一
日
講
話
」
を

二
日
間
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

清
水
講
師
の
ご
講
話
は
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
で
、熱
い
。「
神
は
す
べ
て
の
す
べ
て
」
を

生
き
る
こ
と
、自
己
讃
嘆
、自
己
尊
敬
の
大
切

さ
！
「
す
べ
て
を
肯
定
す
る
生
活
か
ら
、
喜

び
の
生
活
が
始
ま
る
」「
神
の
子
の
私
は
素

晴
ら
し
い
！
全
部
愛
の
展
開
だ
か
ら
喜
ぶ
こ

と
に
忙
し
い
！
悩
ん
で
い
る
暇
は
あ
り
ま
せ

ん
！
」
と
の
力
強
い
講
話
に
感
動
い
た
し
ま

し
た
。

　

自
分
の
「
神
の
子
」
を
讃
嘆
す
る
こ
と
は
、

全
世
界
の
人
々
の
生
命
を
讃
嘆
す
る
こ
と
な

の
だ
と
結
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
喜
ぶ
こ

と
、
神
の
子
の
自
覚
が
深
く
刻
ま
れ
ま
し
た
。

愛行の福田に繁栄の大樹は育つ

Ｗ
．
Ｔ   

（
60
代
）〈
女
性
〉

Ｙ
．
Ｍ   
（
40
代
）〈
男
性
〉

Ｅ
．
Ｈ   

（
70
代
）〈
女
性
〉

宝　　蔵

7

令和５年４月１日



悦
び
か
ら

ス
タ
ー
ト

す
る
こ

と
。
楽
し

い
は
手
伸

し
（
た
の

し
）、
心
を
伸
ば
す
、
身
体
を
伸
ば
す
、「
楽

し
い
」
の
語
源
で
、
こ
の
手
伸
ば
し
が
幸
福

な
の
だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
神
の
子
の
生
き
方
に
希
望
と

勇
気
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
神
の
子
の
生
き

方
に
前
進
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
祈
り
合
い
の
神
想
観
」で
は
祈
っ
て
い
た

だ
く
側
に
座
っ
て
、
大
勢
の
人
に
祈
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
教
区
の
白
鳩
会
副
会
長
の

お
役
を
拝
命
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
白
鳩
会
の
益
々
の
発
展
、
私
の
実
相

顕
現
を
祈
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
〝
大
丈
夫
！
大
丈
夫
！
大
安
心
！
今
を
喜

ん
で
行
こ
う
！
〟
と
い
う
心
に
な
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

宇
治
は
魂
の
ふ
る
さ
と
、
本
当
に
宇
治
は

「
素
晴
ら
し
い
」
の
一
言
で
す
。
真
理
の
温

泉
に
首
ま
で
浸
か
っ
て
沢
山
の
真
理
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
、
神
の
子
の
自
覚
を
深
め
る

こ
と
が
出
来
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

宇
治
の
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
講
話
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
に
な
り
ま
し
て
内
容
が
一
段
と
わ
が

身
に
対
し
て
の
ご
教
授
だ
な
と
有
難
く
、
心

で
合
掌
し
て
い
ま
す
。
天
と
一
体
、神
と
一
体

と
の
境
地
を
一
身
に
感
じ
て
い
ま
す
。『
生
命

の
實
相
』
第
四
十
巻
は
刑
事
施
設
に
持
参
す

る
荷
物
に
入
れ
て
、
光
明
化
（
自
分
と
刑
事

施
設
の
人
々
）
を
実
践
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　

本
日
建
国
記
念
日
ま
で
宇
治
に
来
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

有
難
い
こ
と
で
し
た
。

　

あ
の
事
件
発
覚
後
、
平
成
二
十
九
年
に
初

め
て
来
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
日
ま
で
宇
治

別
格
本
山
の
力
を
頂
き
、
喜
び
で
あ
り
ま
し

た
。
五
年
後
に
は
元
気
な
お
姿
の
講
師
の

方
々
を
拝
顔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
谷
口

雅
春
先
生
、
生
長
の
家
の
大
神
様
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
日
の
講
話
を
聴
い
て
「
こ
れ
か
ら
、
い

や
、
今
か
ら
す
べ
て
の
人
を
許
そ
う
、
そ
し

て
感
謝
し
よ
う
。
私
は
変
わ
る
！
」
と
決
意

し
ま
し
た
。
今
ま
で
繰
り
返
し
何
度
も
ご
指

導
い
た
だ
き
や
っ
と
目
覚
め
た
日
、
そ
れ
が

今
日
の
日
。
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

仏
教
の
高
僧
が
道
を
求
め
て
出
家
す
る
と
き
、

大
切
な
も
の
を
す
べ
て
捨
て
て
行
か
れ
た
と

『
生
命
の
實
相
』第
六
巻
に
書
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
私
も
同
じ
心
境
で
す
。

　

少
し
で
も
多
く
の
方
に
真
理
を
伝
え
ま
す
。

何
は
な
く
と
も
、愛
の
目
、愛
の
行
い
、愛
の

言
葉
を
か
け
る
こ
と
は
出
来
ま
す
。
し
ば
ら

く
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
次

に
会
っ
た
と
き
に
は
、
夫
に
も
っ
と
愛
さ
れ

る
妻
に
生
長
し
て
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
生
活
を
想
う
と
『
生
命
の
實

相
』
を
体
現
す
る
試
験
を
受
け
る
よ
う
な
ド

キ
ド
キ
感
も
あ
り
ま
す
。
頭
注
版
『
生
命
の

實
相
』
第
九
巻
に
「
十
分
発
達
せ
る
霊
魂
は
、

自
身
が
次
の
世
に
浮
く
べ
き
運
命
を
選
択
す

る
特
権
を
持
っ
て
い
る
。
霊
界
に
お
け
る
進

化
は
い
っ
そ
う
速
や
か
な
れ
ど
も
、
一
層
困

難
な
の
で
あ
る
…
（
後
略
）」
と
、あ
り
ま
し

た
。

　

人
間
は
必
ず
死
ぬ
。
そ
の
前
に
「
変
わ
り

た
い
」「
生
ま
れ
変
わ
り
た
い
」
と
か
、平
気

大なる希望を描け 希望は実現の母

Ｎ
．
Ａ   

（
70
代
）〈
男
性
〉

Ｅ
．
Ａ   

（
60
代
）〈
女
性
〉
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今
日
は
「
一
日
講
話
」
の
浄
心
行
の
日
で

あ
っ
た
。

　

浄
心
行
は
、
今
ま
で
も
教
区
で
何
度
か

や
っ
て
い
る
が
、
行
の
中
で
の
感
情
的
高
ま

り
が
家
に
帰
っ
て
持
続
す
る
こ
と
も
な
か
っ

た
の
で
、
そ
れ
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
警
戒
し

て
参
加
し
て
い
た
。
今
日
は
研
修
生
と
し
て

お
役
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
全
体
の
こ
と

を
気
に
し
な
が
ら
で
あ
っ
た
の
で
、
以
前
の

時
よ
り
ク
ー
ル
な
自
分
を
保
て
て
い
た
。

　

自
分
の
浄
心
文
に
火
を
つ
け
て
少
し
炎

が
大
き
く
な
っ
た
瞬
間
、
頭
の
左
方
か
ら

「
明
る
く
な
れ
や
」
と
い
う
声
が
聴
こ
え
て
、

〝
エ
ッ
？
〟
と
思
っ
た
。
他
の
方
の
分
を
焼
納

し
な
が
ら
妙
に
納
得
し
て
、
し
か
も
的
を
得

た
解
答
だ
と
胸
が
ス
ッ
キ
リ
し
た
。

本
当
に
わ

が
ま
ま
に

な
っ
て
、

皆
が
私
に

感
謝
し
て

い
な
い
と

言
っ
て
は

怒
り
、
夫
も
腫
れ
物
に
触
る
よ
う
に
私
に
接

し
私
と
間
を
置
く
よ
う
に
な
り
、
部
屋
に
こ

も
る
な
ど
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
は
夫
か
ら
の
「
妻
と
し
て
、
母
と

し
て
」
の
私
へ
の
ダ
メ
出
し
で
あ
る
と
わ
か

る
。
わ
か
っ
て
い
て
も
い
つ
も
不
完
全
燃
焼
、

不
消
化
な
気
持
ち
が
あ
っ
て
ど
う
し
て
よ
い

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

妻
、
母
、
祖
母
、
娘
、
長
女
、
職
業
人
、
趣

味
、
生
長
の
家
の
活
動
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と

を
や
り
遂
げ
た
い
気
持
ち
も
付
い
て
ま
わ
る
。

そ
れ
で
も
私
な
り
に
時
間
に
パ
ズ
ル
を
は
め

込
む
作
業
を
す
る
よ
う
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
を

や
っ
て
来
た
の
だ
け
れ
ど
…
。

　
「
明
る
く
な
れ
や
」
の
声
は
、
前
日
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
藤
原
敏
之
講
師
と
榎
本
恵
吾
講

師
の
お
話
を
聴
い
て
い
た
時
の
声
に
似
て
い

た
気
が
す
る
。
ず
っ
と
「
本
当
に
明
る
い
自

分
に
な
る
」
こ
と
に
、
憧
れ
て
い
た
こ
と
…

　

考
え
て
み
れ
ば
、
私
が
あ
れ
こ
れ
思
っ
て

い
る
す
べ
て
の
こ
と
は
、
神
の
子
を
自
覚
し

て
明
る
い
気
持
ち
で
相
手
や
事
に
当
た
れ

ば
、
こ
ん
な
に
長
期
に
わ
た
っ
て
グ
ダ
グ
ダ

し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
の

だ
。
私
は
家
族
以
外
の
人
か
ら
見
れ
ば
ハ
キ

ハ
キ
し
て
お
り
、
人
当
た
り
も
よ
く
元
気
で

明
る
い
人
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
う

が
、家
族
に
は
そ
う
思
わ
れ
て
い
な
い
。
独
り

言
が
多
く
、
一
日
中
落
ち
着
か
ず
、
自
分
の
都

合
で
悪
口
も
言
う
。
夫
の
言
う
こ
と
は
素
直

に
受
け
取
ら
な
い
か
ら
目
を
合
わ
せ
な
い
。　

　

確
か
に
こ
こ
二
、三
年
は
親
の
介
護
も

あ
っ
て
忙
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
何
か
に

つ
け
て
感
情
的
に
な
っ
て
思
っ
た
通
り
に
で

き
な
い
と
癇
癪
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

で
何
も
考
え
ず
、
ず
っ
と
口
に
出
し
て
い
た

自
分
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
に
、
神
様
が
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
機
会
な
の
だ
と
自
分
に
言

い
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
。「
そ
れ
も
無
い
ん

じ
ゃ
あ
ー
」
と
叫
び
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

何
で
も
来
い
！「
霊
界
に
行
き
な
さ
い
」と

言
わ
れ
て
も
、
行
け
ま
す
。
す
べ
て
神
様
に

全
托
し
ま
す
。
刑
務
所
に
入
る
こ
と
に
よ
っ

て
運
命
が
開
け
て
、
多
く
の
人
に
喜
ば
れ
ま

す
。
何
か
楽
し
み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

愛を与えよ 愛の陽光は万物を豊かに育む

宇
治
別
格
本
山

研
修
生
感
想
文
Ｆ
．
Ｍ
（
60
代
）〈
女
性
〉

宝　　蔵令和５年４月１日
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た
、
悪
性
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
無
事
に
日

常
生
活
に
戻
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
、
息
子
が
脳
下
垂
体
腫
瘍
の

手
術
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
神
癒
祈
願
を

出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
手
術
は
成
功

し
た
は
ず
な
の
に
本
人
は
イ
ラ
イ
ラ
し
て
お

り
、そ
の
様
子
を
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
。退

院
し
て
一
週
間
経
っ
た
頃
か
ら
頭
痛
や
発
熱
、

大
量
の
鼻
血
と
次
々
と
症
状
が
出
る
も
の
の

原
因
が
分
か
ら
ず
、
本
人
も
家
族
も
辛
く
心

配
な
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

辛
い
日
々
の
中
、
長
男
は
自
分
の
生
活
や
考

え
方
を
見
つ
め
直
し
、
私
も
長
男
に
周
り
の

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
過
ご
す
よ

う
伝
え
た
と
こ
ろ
、
だ
ん
だ
ん
と
元
の
優
し

い
長
男
に
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
主
治
医
の
適
切
な
判
断
の
お
か

げ
で
、
す
ぐ
に
再
手
術
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
手
術
後
の
箇
所
に
膿
が
溜
ま
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
取
り
除
い
て
い
た
だ
い
た
と
こ

性
胸
腺
腫
瘍
細
胞
検
査
を
し
ま
し
た
。
一
ヶ

月
後
、
転
移
な
し
と
の
嬉
し
い
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

　

手
術
の
た
め
普
通
は
十
分
く
ら
い
歩
く
と

息
切
れ
す
る
そ
う
で
す
が
、
有
難
い
こ
と
に

三
十
分
は
大
丈
夫
な
の
で
、
お
医
者
さ
ん
に

褒
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
本
人
も
『
甘
露
の

法
雨
』
を
毎
日
読
ん
で
、
感
謝
し
て
い
た
そ

う
で
す
。
皆
様
の
ご
愛
念
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

先
月
、
卵
巣
嚢
腫
の
手
術
の
祈
願
を
出
し

ま
し
た
が
、
お
か
げ
様
で
卵
巣
で
は
な
く
卵

管
の
腫
物
を
取
り
、卵
巣
は
残
り
ま
し
た
。ま

　

昨
年
、
姪
の
肺
と
心
臓
に
四
セ
ン
チ
ほ
ど

の
腫
瘍
が
見
つ
か
り
、
祈
願
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
胸
腺
癌
と
診
断
さ
れ
、
放
射
線
治
療

を
開
始
し
ま
し
た
。
年
明
け
に
縦
隔
腫
瘍
手

術
を
し
、
無
事
成
功
し
ま
し
た
。

　

た
だ
、転
移
の
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で
、悪

私
の
落
差
の
大
き
い
性
格
に
四
十
年
間
夫
は

よ
く
対
応
し
て
く
れ
た
と
思
う
。
夫
は
さ
ぞ

疲
れ
た
で
あ
ろ
う
。
本
当
に
感
謝
。

　

田
野
講
師
の
奥
様
の
お
め
で
た
の
話
し
を

伺
っ
て
い
た
ら
思
い
出
し
た
。
夫
が
長
女
か

ら
四
女
ま
で
生
ま
れ
る
た
び
に
嬉
し
そ
う
に

待
っ
て
い
て
く
れ
、
四
人
と
も
風
呂
に
入
れ

る
こ
と
は
喜
ん
で
し
て
く
れ
て
い
た
こ
と
な

ど
を
。

　

家
に
帰
っ
た
ら
、
宇
治
で
頂
い
た
お
い
し

い
ノ
ー
ミ
ー
ト
の
お
料
理
を
真
似
し
て
作
っ

て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
あ
と
数
日
で
ひ
と
月
の
研
修
生
活
を
終

え
て
、
自
宅
に
帰
る
。

　

今
日
も
今
ま
で
で
一
番
ス
テ
キ
な
日
に

な
っ
た
。

神の子は運命の主人公 あなたは神の子

手
術
の
成
功Ｋ

．
Ｒ   
〈
女
性
〉

縦
隔
腫
瘍
手
術
成
功
で

転
移
な
し

Ｅ
．
Ｉ   

〈
女
性
〉

〈
神
癒
祈
願
の
お
礼
状
〉

家
族
の
祈
願
成
就
に
感
謝

Ｎ
．
Ｓ   

〈
女
性
〉

宝　　蔵 No.100

10



ろ
日
に
日
に
回
復
し
、
低
く
な
っ
て
い
た
ホ

ル
モ
ン
の
値
も
回
復
し
ま
し
た
。
薬
の
量
も

徐
々
に
減
り
、
現
在
は
薬
を
飲
ま
な
く
て
も

い
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
心
配
し
て
い
た

腫
瘍
の
病
理
検
査
も
良
性
で
、
た
だ
た
だ
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
れ
も
生
長
の
家
の
先
輩
方
に
お
声
か
け

い
た
だ
き
、
神
癒
祈
願
を
出
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
、
ま
た
『
続
々
甘
露
の
法
雨
』
を

手
術
の
前
か
ら
継
続
し
て
読
誦
す
る
こ
と
を

ご
指
導
い
た
だ
き
、
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
「
絶
対
に
良
く
な
る
」
と
心
を
強
く
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
皆
様
が

一
緒
に
祈
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
陰
で
、
本
当

に
心
強
く
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
発
熱
・
頭
痛
・
鼻
血
で
辛
か
っ
た
期
間

も
、一
緒
に
流
し
た
涙
も
、今
に
な
れ
ば
長
男

が
人
間
的
に
生
長
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間

だ
っ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
私

自
身
の
生

長
の
た
め

の
貴
重
な

経
験
を
さ

せ
て
い
た

だ
い
た
の

だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
主
人
の
健
康
祈
願
と
、
次
男
の
再

就
職
の
神
癒
祈
願
も
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
毎
日
忙
し
く
私
た
ち
家
族
の
た
め
に

仕
事
を
頑
張
っ
て
、
家
族
を
守
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
主
人
に
、
た
だ
た
だ
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
次
男
も
お
陰
様
で
仕
事
が
決
ま

り
、
良
き
先
輩
に
恵
ま
れ
て
日
々
仕
事
に
励

　

不
登
校
訪
問
支
援
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
試
験

に
合
格
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
写
経
奉
納
の
功
徳
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
現
職
を
続
け
な
が
ら
、
事
業
所

探
し
を
す
る
予
定
で
す
。

　

報
道
に
よ
る
と
、「
親
も
学
校
も
話
を
聞
い

て
く
れ
な
い
か
ら
死
ぬ
」
と
し
て
、
自
ら
生

命
を
絶
つ
子
供
も
か
な
り
存
在
す
る
と
の
こ

と
で
す
。
私
た
ち
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
使
命
は
、

受
容
・
傾
聴
・
共
感
で
す
。
死
を
選
択
し
て

し
ま
う
児
童
・
生
徒
を
一
人
で
も
減
少
さ
せ

る
た
め
、
行
動
し
て
参
り
ま
す
。
親
も
学
校

も
話
を
聞
い
て
く
れ
な
く
と
も
、
私
た
ち
不

登
校
訪
問
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

私
は
高
校
二
年
生
の
時
に
統
合
失
調
症
に

な
り
、
精
神
病
院
に
七
回
入
退
院
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。
平
成
十
六
年
が
最
後
の
入
院
で

し
た
。
現
在
は
二
週
に
一
回
の
通
院
を
し
て

お
り
ま
す
。
医
師
に
こ
の
資
格
を
得
た
こ
と

を
話
し
た
ら
、「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
福
と
激
励
を
頂

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ん
で
お
り
ま
す
。
長
男
も
二
月
か
ら
仕
事
に

復
帰
し
、
日
々
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。

　

家
族
そ
れ
ぞ
れ
悩
み
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
頑
張
れ
る
こ

と
、
頑
張
っ
て
い
く
中
に
喜
び
を
感
じ
て
い

る
今
に
日
々
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

感謝は無限の宝庫 感謝はすべてを癒す

〈
写
経
の
お
礼
状
〉

資
格
試
験
に
合
格

Ｈ
．
Ｅ   

〈
男
性
〉

宝　　蔵
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時間時間：：９９９９２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６００９９９
※
２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６００～１６００～１６００００００９９２０～１２２０～１２２０～１２
※※※お申し込みにより日程を調節します※※お申し込みにより日程を調節しますお申し込みにより日程を調節します

担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補
岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補
（
岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補
（（担当講師のご希望はお受けできません）

使用使用媒体媒体：：：
担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）（担当講師のご希望はお受けできません）（担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）
または

担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）
またはまたはメッセンジャー使用使用媒体媒体媒体 またはまたはまたはメッセンジャーメッセンジャー

お申し込み方法：メールアドレス： 、、またはまたは ページお申し込み方法：メールアドレス：
「生長の

お申し込み方法：メールアドレス： 、、またはまたは ページページお申し込み方法：メールアドレス：
「生長の「生長の家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します

ページページ
家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します。「生長の「生長の家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します

メッセージ
家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します

メッセージメッセージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します。家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信メッセージメッセージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

ください。担当
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

ください。担当ください。担当講師等の連絡事項
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
講師等の連絡事項講師等の連絡事項を返信

にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
を返信を返信いたします

にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
いたしますいたします。

練成会は、練成会は、令和５年４月令和５年４月まで練成会は、
中止
練成会は、
中止中止が
練成会は、練成会は、練成会は、

がががが決定
令和５年４月令和５年４月練成会は、令和５年４月

決定決定しております
まで令和５年４月まで

しておりますしております。中止中止ががが決定決定決定しておりますしております
再開につきまして

しておりますしております。しております
再開につきまして再開につきましては、ホーム再開につきまして
ページまたは
再開につきまして再開につきましては、ホームは、ホーム再開につきまして
ページまたはページまたは

は、ホームは、ホーム
で確認ページまたは

するか、
ページまたはページまたは で確認で確認ページまたは
するか、するか、お電話でお問い合わするか、するか、お電話でお問い合わお電話でお問い合わ
せください。

※※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

日日日日 火火火 ～～～ 自然災害並びに自然災害並びに
世界規模感染症慰霊塔世界規模感染症慰霊塔月次月次祭

日日日日 木木木木 ～～～ 宝蔵
世界規模感染症慰霊塔世界規模感染症慰霊塔

宝蔵宝蔵神社月次祭
世界規模感染症慰霊塔
神社月次祭神社月次祭《
世界規模感染症慰霊塔世界規模感染症慰霊塔月次世界規模感染症慰霊塔世界規模感染症慰霊塔

《《《《ライブ配信
月次祭月次月次月次

ライブ配信ライブ配信ライブ配信》宝蔵宝蔵宝蔵神社月次祭
全国流
神社月次祭神社月次祭《《ライブ配信ライブ配信ライブ配信》神社月次祭神社月次祭

全国流全国流全国流産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次祭
日日日日 日日日日 ～

全国流全国流産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次全国流
～～～オンライン先祖

産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
オンライン先祖オンライン先祖・流産児供養祭

産児無縁霊供養塔供養月次
・流産児供養祭・流産児供養祭《

祭祭産児無縁霊供養塔供養月次祭産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
《《《《ライブ配信ライブ配信》

※※※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

日
日
日

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

日

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。
日日日日日日
日

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

日 日
日日日 水
日日

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。
水水水水水水

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

日
水水水

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。
～
オンライン先祖

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

オンライン先祖

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。
～～～～ 末一
オンライン先祖オンライン先祖・流産児供養祭・流産児供養祭・流産児供養祭《《ライブ配信ライブ配信

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

オンライン先祖
末一末一末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

ライブ配信ライブ配信

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

ライブ配信
稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次祭

宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は ページ「生長の家宇治ページ「生長の家宇治ページ「生長の家宇治別格別格別格本山」本山」本山」にてライブ宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は
配信
宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は
配信配信いたします。ぜひご覧ください。配信
☆
配信いたします。ぜひご覧ください。配信配信
☆☆霊牌

いたします。ぜひご覧ください。いたします。ぜひご覧ください。いたします。ぜひご覧ください。
霊牌霊牌霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書にて現金書にてお送お送りくださいりください。☆霊牌霊牌霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、
先祖流

を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、
先祖流先祖流先祖流産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安

を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、
産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安されます
を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書にて現金書にて現金書にてお送お送お送りくださいりくださいを記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、

されますされます。オンラインでご供養ください。

時間時間：：９９９９２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６００９９９
※
２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６００～１６００～１６００００００９９２０～１２２０～１２２０～１２
※※※お申し込みにより日程を調節します※※お申し込みにより日程を調節しますお申し込みにより日程を調節します

担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補
岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補
（
岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補
（（担当講師のご希望はお受けできません）

使用使用媒体媒体：：：
担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）（担当講師のご希望はお受けできません）（担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）
または

担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）
またはまたはメッセンジャー使用使用媒体媒体媒体 またはまたはまたはメッセンジャーメッセンジャー

お申し込み方法：メールアドレス： 、、またはまたは ページお申し込み方法：メールアドレス：
「生長の

お申し込み方法：メールアドレス： 、、またはまたは ページページお申し込み方法：メールアドレス：
「生長の「生長の家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します

ページページ
家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します。「生長の「生長の家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します

メッセージ
家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します

メッセージメッセージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します。家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信メッセージメッセージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

ください。担当
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

ください。担当ください。担当講師等の連絡事項
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
講師等の連絡事項講師等の連絡事項を返信

にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
を返信を返信いたします

にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
いたしますいたします。

練成会は、練成会は、令和５年４月令和５年４月まで練成会は、
中止
練成会は、
中止中止が
練成会は、練成会は、練成会は、

がががが決定
令和５年４月令和５年４月練成会は、令和５年４月

決定決定しております
まで令和５年４月まで

しておりますしております。中止中止ががが決定決定決定しておりますしております
再開につきまして

しておりますしております。しております
再開につきまして再開につきましては、ホーム再開につきまして
ページまたは
再開につきまして再開につきましては、ホームは、ホーム再開につきまして
ページまたはページまたは

は、ホームは、ホーム
で確認ページまたは

するか、
ページまたはページまたは で確認で確認ページまたは
するか、するか、お電話でお問い合わするか、するか、お電話でお問い合わお電話でお問い合わ
せください。

※※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

日日日日 火火火 ～～～ 自然災害並びに自然災害並びに
世界規模感染症慰霊塔世界規模感染症慰霊塔月次月次祭

日日日日 木木木木 ～～～ 宝蔵
世界規模感染症慰霊塔世界規模感染症慰霊塔

宝蔵宝蔵神社月次祭
世界規模感染症慰霊塔
神社月次祭神社月次祭《
世界規模感染症慰霊塔世界規模感染症慰霊塔月次世界規模感染症慰霊塔世界規模感染症慰霊塔

《《《《ライブ配信
月次祭月次月次月次

ライブ配信ライブ配信ライブ配信》宝蔵宝蔵宝蔵神社月次祭
全国流
神社月次祭神社月次祭《《ライブ配信ライブ配信ライブ配信》神社月次祭神社月次祭

全国流全国流全国流産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次祭
日日日日 日日日日 ～

全国流全国流産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次全国流
～～～オンライン先祖

産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
オンライン先祖オンライン先祖・流産児供養祭

産児無縁霊供養塔供養月次
・流産児供養祭・流産児供養祭《

祭祭産児無縁霊供養塔供養月次祭産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
《《《《ライブ配信ライブ配信》

※※※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

日
日
日

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

日

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。
日日日日日日
日

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

日 日
日日日 水
日日

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。
水水水水水水

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

日
水水水

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。
～
オンライン先祖

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

オンライン先祖

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。
～～～～ 末一
オンライン先祖オンライン先祖・流産児供養祭・流産児供養祭・流産児供養祭《《ライブ配信ライブ配信

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

オンライン先祖
末一末一末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

ライブ配信ライブ配信

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

ライブ配信
稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次祭

宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は ページ「生長の家宇治ページ「生長の家宇治ページ「生長の家宇治別格別格別格本山」本山」本山」にてライブ宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は
配信
宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は
配信配信いたします。ぜひご覧ください。配信
☆
配信いたします。ぜひご覧ください。配信配信
☆☆霊牌

いたします。ぜひご覧ください。いたします。ぜひご覧ください。いたします。ぜひご覧ください。
霊牌霊牌霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書にて現金書にてお送お送りくださいりください。☆霊牌霊牌霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、
先祖流

を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、
先祖流先祖流先祖流産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安

を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、
産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安されます
を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書にて現金書にて現金書にてお送お送お送りくださいりくださいを記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、

されますされます。オンラインでご供養ください。

時間時間：：９９９９ ２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６ ００９９９
※
２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６００～１６００～１６ ００００００９９ ２０～１２２０～１２２０～１２
※※※お申し込みにより日程を調節します※※お申し込みにより日程を調節しますお申し込みにより日程を調節します

担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補
岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補
（
岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補
（（担当講師のご希望はお受けできません）

使用使用媒体媒体：：：
担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）（担当講師のご希望はお受けできません）（担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）
または

担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）
またはまたはメッセンジャー使用使用媒体媒体媒体 またはまたはまたはメッセンジャーメッセンジャー

お申し込み方法：メールアドレス： 、、またはまたは ページお申し込み方法：メールアドレス：
「生長の

お申し込み方法：メールアドレス： 、、またはまたは ページページお申し込み方法：メールアドレス：
「生長の「生長の家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します

ページページ
家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します。「生長の「生長の家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します

メッセージ
家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します

メッセージメッセージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します。家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信メッセージメッセージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

ください。担当
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

ください。担当ください。担当講師等の連絡事項
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
講師等の連絡事項講師等の連絡事項を返信

にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
を返信を返信いたします

にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
いたしますいたします。

練成会は、練成会は、令和５年４月令和５年４月まで練成会は、
中止
練成会は、
中止中止が
練成会は、練成会は、練成会は、

がががが決定
令和５年４月令和５年４月練成会は、令和５年４月

決定決定しております
まで令和５年４月まで

しておりますしております。中止中止ががが決定決定決定しておりますしております
再開につきまして

しておりますしております。しております
再開につきまして再開につきましては、ホーム再開につきまして
ページまたは
再開につきまして再開につきましては、ホームは、ホーム再開につきまして
ページまたはページまたは

は、ホームは、ホーム
で確認ページまたは

するか、
ページまたはページまたは で確認で確認ページまたは
するか、するか、お電話でお問い合わするか、するか、お電話でお問い合わお電話でお問い合わ
せください。

※※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

日日日日 火火火 ～～～ 自然災害並びに自然災害並びに
世界規模感染症慰霊塔世界規模感染症慰霊塔月次月次祭

日日日日 木木木木 ～～～ 宝蔵
世界規模感染症慰霊塔世界規模感染症慰霊塔

宝蔵宝蔵神社月次祭
世界規模感染症慰霊塔
神社月次祭神社月次祭《
世界規模感染症慰霊塔世界規模感染症慰霊塔月次世界規模感染症慰霊塔世界規模感染症慰霊塔

《《《《ライブ配信
月次祭月次月次月次

ライブ配信ライブ配信ライブ配信》宝蔵宝蔵宝蔵神社月次祭
全国流
神社月次祭神社月次祭《《ライブ配信ライブ配信ライブ配信》神社月次祭神社月次祭

全国流全国流全国流産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次祭
日日日日 日日日日 ～

全国流全国流産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次全国流
～～～オンライン先祖

産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
オンライン先祖オンライン先祖・流産児供養祭

産児無縁霊供養塔供養月次
・流産児供養祭・流産児供養祭《

祭祭産児無縁霊供養塔供養月次祭産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
《《《《ライブ配信ライブ配信》

※※※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

日
日
日

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

日

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。
日日日日日日
日

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

日 日
日日日 水
日日

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。
水水水水水水

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

日
水水水

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。
～
オンライン先祖

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

オンライン先祖

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。
～～～～ 末一
オンライン先祖オンライン先祖・流産児供養祭・流産児供養祭・流産児供養祭《《ライブ配信ライブ配信

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

オンライン先祖
末一末一末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

ライブ配信ライブ配信

すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

ライブ配信
稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次祭

宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は ページ「生長の家宇治ページ「生長の家宇治ページ「生長の家宇治別格別格別格本山」本山」本山」にてライブ宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は
配信
宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は
配信配信いたします。ぜひご覧ください。配信
☆
配信いたします。ぜひご覧ください。配信配信
☆☆霊牌

いたします。ぜひご覧ください。いたします。ぜひご覧ください。いたします。ぜひご覧ください。
霊牌霊牌霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書にて現金書にてお送お送りくださいりください。☆霊牌霊牌霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、
先祖流

を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、
先祖流先祖流先祖流産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安

を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、
産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安されます
を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書にて現金書にて現金書にてお送お送お送りくださいりくださいを記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、

されますされます。オンラインでご供養ください。
現金書留にてお送りください。現金書留にてお送りください。

12

宗教法人 生長の家 宇治別格本山
京都府宇治市宇治塔の川 32
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